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雄性不稔大麦について
















子の作用その他について し 2の観察を行なった. この遺伝子を持つ雄不稔性系統の受粉







かに雑種性であった. この系統中の mS2ホモ個体に第 1回の赤神力の交雑を行なった.
そして翌年1月温室内で矯種L.後適時昼夜照明を与え，促成栽培して5月に第2回の戻



















へテロ系統においても認められた. すなわち， 全体で可稔:不稔の数比は651: 213で明
らかに3:1の比に近かった.
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手早 長 (cm) 
穂l株数区 分
全稗長 第1節間 第2節間 下部
94.2 35.8 18.1 40.3 9.0 
並 緩不稔 (S) 81.0 25.3 15.8 39.9 8.5 
差 (F-S) 13.2*・ 10.5ホ* 2.3* 0.4 0.5* 
73.3 25.7 13.9 34.1 8.6 
1局1性不省、 (S) 60.0 16.1 11.5 32.8 8.5 
差 (F-S) 13.3柿 9.6*ホ 2.4・ 1.3 0.1 
73.4 26.0 13.5 33.9 9.2 
渦2性 不稔(S) 59.9 15.6 10.9 お.5 8 8 














Suneson (1940)は 8in間隔で 1本植した3つのむ集団からそれぞれおの雄不稔個
体の穂をとって調べ，それぞれ72.70および55%の自然交雑率を見出した.しかしそ
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団を造成した (Suneson1945， '51， '63; Reid et al. 1963). しかしわが国ではこの種の
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